
日本赤十字社 
血液事業本部 

 
 

「血液事業における新型インフルエンザ対策ガイドライン(暫定版)」の作成について 

 

○はじめに 

 新型インフルエンザが世界的に大流行した場合に備えて、国は平成17年 11月に「新

型インフルエンザ対策行動計画」を策定し、計画の概略を示すとともに、平成 19 年 3

月には「新型インフルエンザ対策ガイドライン」を作成し、事業者がとるべき具体的

対策の概要を示しました。 

 日本赤十字社ではこれらの状況を踏まえ、全社的に事業継続のための行動計画を策

定すると同時に、「血液事業における新型インフルエンザ対策ガイドライン（暫定版）」

を作成し平成 21 年 3 月には各血液センターに示し、各血液センター毎にマニュアル

を作成するよう指示したところです。 

 しかしながら、緊急時の血液事業の安定的な継続については、国及び都道府県等と

密に情報を共有し連携していくことが肝要であり、引き続き協議しながら対応策を具

体化していくこととしています。 

 なお、日赤のガイドラインは強毒性の鳥インフルエンザ（H5N1）を想定して策定さ

れたものであるため、今回のような弱毒性と考えられる新型インフルエンザ（H1N1）

の場合には、感染状況を踏まえて実行可能な部分から順次実施していくこととしてい

ます。 

 

 

○血液事業における新型インフルエンザ対策ガイドライン（暫定版） 

 

第一段階・海外発生期 

  フェーズ４Ａ（国内非発生：感染集団が小さく限られている場合） 

 

【採血関連部門の対応】 

 感染者が、職員及び他の献血者に接触するのを出来る限り避けるために、「体温測定」、「海

外発生、流行地の滞在歴確認」、「健康状態及び渡航中の新型インフルエンザへの暴露状況の

確認」等の新型インフルエンザ感染リスク者の確認は、検診段階ではなく、献血受付若しく

は施設入り口で行い、感染リスク者を制限しなければならない。 

ア 血液センター入り口、受付での業務を実行すること。 

a）立て看板、ポスター等による注意喚起及び協力依頼 

b）献血者へのマスク着用の協力依頼 

c）海外発生、流行地の滞在歴確認 

d）健康状態及び渡航中の新型インフルエンザへの暴露状況の確認 

e）体温測定の実施 

f）症例定義（疑い）に該当するかの確認（インフルエンザ様症状があるか） 
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イ 業務部門職員及び献血者用の携帯用手指消毒薬を携帯させること。 

ウ 検診医の確保（代替）について対策を実行すること。 

エ 採血基準書及び標準作業手順書（採血）を遵守し、採血業務を行うこと。 

オ 問診事項等の追加に対応すること。 

カ 手洗い、うがいの励行及び「咳エチケット」を徹底し、職員等の感染予防策及び健康状

態の自己把握を強化すること。 

 

第二段階・国内発生期 

  フェーズ４Ｂ（国内発生：感染集団が小さく限られている場合） 

 

【献血推進：受入関連部門の対応】 

ア 移動採血及び献血ルームにおいて、献血受入にあたる職員を固定する等、感染拡大防止

策を強化すること。 

イ 献血場所が感染区域内にあると判明した時点で、地方公共団体及び血液事業本部と協議

の上、献血受入業務を中断し、献血者の避難誘導等を行うとともに、職員を安全な区域

へ避難させること。また、当該区域の献血受入は安全が確認されるまで当面の間、中止

すること。 

ウ 献血場所が感染区域外にある場合は、原則として献血受入業務を継続する。ただし、献

血場所が感染区域に指定される可能性が高い場合や感染区域に生活する住民が多く参加

する献血場所等については、地方公共団体及び血液事業本部と協議の上、安全が確認さ

れるまで献血受入を中止すること。 

 

以降、第一段階・海外発生期フェーズ５Ａ（国内非発生）においては、国内非発生

で感染の広がりが小さいフェーズ４Ａの対策を維持・徹底強化していくこととします。 

また、第三段階・感染拡大期フェーズ５Ｂ（国内発生）では、第二段階・国内発生早

期フェーズ４Ｂの対策を継続・徹底するとともに、重要業務の継続を図ることとして

います。 

 

 

○その他の主な留意すべき課題： 

 

１．情報の迅速な共有化について 

２．血液の安全性の確保について 

３．献血者の安定的な確保について 

４．日赤職員等の感染予防（ワクチン接種、タミフル等の配付）について 

５．医師確保等ついて  

 

 

 

 

 

2



 

 

 
 
 
 

血液事業における 

新型インフルエンザ対策 

ガイドライン 

（暫定版） 

 

平成 21 年 3 月 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

日本赤十字社 血液事業本部 
 
 
 
 
 
 

3



 
 

目  次 

 

Ⅰ．新型インフルエンザとは １ 

（発生したら日本はどうなる） 

 

Ⅱ．血液事業における新型インフルエンザ対策について ２ 

 

Ⅲ．発生段階別(フェーズ別)の新型インフルエンザ対策について ４ 

 

１．前段階・未発生期 
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２．／４．第一段階・海外発生期 
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３．第二段階・国内発生早期（国内発生） 

フェーズ４Ｂ（国内発生） １８ 

 

５．／６．第三段階・感染拡大期～まん延期～回復期 

フェーズ５Ｂ（国内発生） ３３ 
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【参考資料】 

参考１ 「汚れ等が残りやすい箇所」、「手洗い方法」、「手指消毒方法」 ５４ 

参考２ 「感染拡大防止方法（例）」 ５６ 

参考３ 「マスクの装着・脱着」 ６０ 

参考４ 「咳エチケット」 ６２ 

 

対策本部の情報連絡経路（血液事業） ６７ 

対策本部の構成及び任務（血液事業本部） ６８ 
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